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【参考３】道路交通安全における歩行者・自転車・二輪車対策の必要性 

 交通事故の発生場所の約半数が、交差点内またはその付近であり、ま

た、歩行者・自転車・二輪車の死者が約 2/3 を占める。 
 このため、交通事故死者の削減のためには、自動車間の衝突、工作物と

の衝突だけでなく、交差点等への対策や歩行者・自転車・二輪車対策に

ついても重要な課題となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）なお、高速道路等における交通事故死者数は 227 人、負傷者数は 1 万 9,920 人で

あり、それぞれ全体の 5.2%、2.5%である。 
 
（３）自動走行システムの進め方 
 
＜自動走行システムの市場化期待時期＞ 
 上述の安全運転支援システムの普及と並行して、今後、安全運転支援システム

から自動走行システムへの技術的な高度化を進めていくことになるが、これは

2018 年の交通事故死者数 2500 人以下の目標達成というよりは、世界一安全で

円滑な道路交通社会の実現、イノベーションにおける世界の中心地なることと

いった長期的な目標達成の観点から進めていくことになる。 
 その際、世界一を目指すという観点から、まずは、それぞれのレベルの自動走

行システムについて、海外における同様の市場化目標・ロードマップ等も踏まえ

つつ、日本においても、世界と比較して遜色のない時期（最速あるいはそれとほ

ぼ同様の時期）を、市場化期待時期として、表５のとおり、設定する 33。 
なお、市場化期待時期の観点から世界一を目指すだけではなく、産業競争力の

                                            
33 この「市場化期待時期」とは、官民が各種施策を取り組むにあたって共有する共通の努

力目標の時期であり、官民ともコミットメントを表す時期ではない。 

状態別交通事故死者数 
（H25年） 

道路形状別死亡事故発生件数 
（H25年） 

事故累計別交通事故発生数 
（H25年） 

（出典）平成 26年版交通安全白書 

人対車両

1,567件

(36.6%)

車両相互

1,790件

(41.8%)

車両単独

878件

(20.5%)

列車

57件(1.3%)

横断歩道横断中

328件

(7.7%)

その他横断中

758件

(17.7%)

対・背面通行中

148件(3.5%)

その他

261件(6.1%)

出会い頭衝突

551件

(12.9%)

正面衝突

421件

(9.8%)

追突

235件

(5.5%)

右折時衝突

236件(5.5%)

その他

263件(6.1%)

工作物衝突

634件

(14.8%)

路外逸脱

213件

(5.0%)

その他

173件

(4.0%)

合 計

4,280件

自動車乗車中

1,415(32.4%)

-2人

二輪車乗車中

760(17.4%)

-28人

自動車運転中

1,075(24.6%)

48人

自動車同乗中

340(7.8%)

-50人

自動二輪車乗車中

465(10.6%)

5人
原付乗車中

295(6.7%)

-33人

自転車乗用中

600(13.7%)

37人

歩行中

1,584(36.2%)

-50人

その他

14(0.3%)

5人

合 計

4,373人

交差点

1,984件

(46.4%)
単路

2,161件

(50.5%)

交差点内

1,450件

(33.9%)

交差点付近

534件

(12.5%)

一般単路

1,433件

(33.5%)

カーブ

626件

(14.6%)

トンネル・橋

102件(2.4%)
踏切・その他

133件(3.1%)

合 計

4,280件




